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国の動向

平成29年（2017年）
「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」（「教育機会確保
法」）施行
・不登校児童生徒の状況に応じた教育機会の確保の必要性を規定

令和元年（2019年）
「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」
・不登校児童生徒が主体的に社会的自立や学校復帰に向かうよう、不登校のきっかけや理由に応じ
て、適切な支援や働きかけを行う必要性
・個々の状況に応じて、教育支援センター、不登校特例校、フリースクールなどの民間施設、ICTを活用
した学習支援など多様な教育機会を確保することの必要性

令和5年（2023年）
「誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策COCOLOプラン」
・不登校の児童生徒全ての学びの場を確保し、学びたいと思ったときに学べる環境を整える
・心の小さなSOSを見逃さず、「チーム学校」で支援する
・学校の風土の「見える化」を通して、学校を「みんなが安心して学べる」場所にする
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豊中市の不登校児童生徒の現状と傾向
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【図表2】豊中市の過去5年間(H31～R5)の学年別不登校児童生徒数累計

継続 新規 新規の割合

令和5年度（2023年度）には1,020人（児童423人生徒597人）で、平成30年度（2018年度）の360人（児童124人生徒236人）の約3倍に
増加しました。この傾向により、不登校児童生徒は今後も増加することが見込まれます。
新たに不登校状態となる生徒は、中学1年生で急増しており、中学2,3年生においては、継続の割合が増加し、中学校の不登校は継
続、長期化する傾向にあります。

豊中市として、これまでの不登校対策に学習面を充実・強化した学びの多様化学校を加え、総合的な不登校対策の体制を構築し、誰
一人取り残すことなく、学びにアクセスできない子どもたちをゼロにすることをめざします。
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【図表１】豊中市の不登校児童生徒数推移（小・中学校別）
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児童生徒全体への・
アプローチ

１次支援
<行き渋りを生み出さない>

２次支援
<不登校の未然防止>

３次支援
<切れめのない
学びの提供>

４次支援
<学校と家庭の中間的な
居場所の提供>

チーム学校

校長・教頭
教職員・養護教諭
学校事務職員など

校内ケース会議

SC・SSW・SRS*等

*
SC:スクールカウンセラー
SSW：スクールソーシャルワーカー
SRS：ステップルームスタッフ

（別室登校支援員）

連
携

青少年交流文化館いぶき
（教育支援センター）

１次支援
研修・制度周知を通じたチーム学校の対応力強化
スクリーニングシート活用による早期把握・早期支援

２次支援

校内での居場所づくり・家庭への働きかけ・
児童生徒の学習状況に応じた指導

不登校状態への・
アプローチ

セーフティネット
につなぐ

中学校卒業前の支援機関

はぐくみセンター（教育と福祉の連携）/こども・教育総合相談窓口など

中学校卒業後の支援機関

若者支援総合相談窓口

４次支援
相談、登館（創造活動・学習支援活動・学校支援
活動）の援助
家庭訪問による社会とのつながりを広げる

３次支援

学びの多様化学校設置
フリースクール・児童生徒育成拠点等との連携

【休養時間としての意味】や

【自分を見つめなおす等積

極的な意味】もある

【学業の遅れ】【社会的自立】
へのリスクが存在

支援の視点を周知
【社会的な自立に向けた支援】

豊中市の不登校（居場所）支援の柱

３



設置の目的

✔在籍校に通えないことで、学習の機会が十分でない生徒への新たな学習の場

✔生活習慣の安定や学習意欲の定着

✔夢や希望をもって力強く生き、社会の担い手としての自立

子どもたちの『学ぶ意思』を大切にする！！

◇生徒が、学ぶ場所を選択する
◇生徒が、学ぶ内容を選択する
◇生徒が、学ぶ方法を選択する

基本姿勢

豊中市が創る学びの多様化学校
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学びの多様化学校（イメージ）

時

間 間

空

人

ともに、なりたい自分へ

・教職員による伴走支援
・適切な声かけ ・充実した教職員や

専門職員の配置

・始業時間、終業時間
の工夫

・ゆとりある1日の
授業時間の設定

・落ち着ける場所
の確保

・教室以外の
場所での学習

・仲間や地域の方との交流

・年間授業時数
の削減

・ゆとりのある
教室空間

・別室での専門
職員との面談

自分で決めた
場所で学ぶ

・教室
・別室

自分で決めた
内容を学ぶ

・所属学年
・学び直し

自分で決めた
方法で学ぶ

・対面
・オンライン

落ち着ける場所

・休息
・教職員との対話

専門職員との
面談

気持ちが整えば
学習へ

教職員と専門職員との連携

生徒への寄り添い

1日のながれ（例）

登校

・始業時間を工夫しゆっくり登校

1日の見通し

・担当教職員との対話により見通しをもった
学校生活

教科等の授業

個別学習

・特色ある教科の創設
・1日の授業は4～5時間程度

・放課後等に生徒の学習状況や意欲に
応じた学習の機会の設定

学習に向かえな
い時は休息へ

５

下校

1日の振り返り

・担当教職員との対話により1日の振り返り

・終業時間を工夫し早めに下校



豊中市が創る学びの多様化学校

【開校時期】

【設置場所】

【校種】

【生徒数】

【学級数】

【対象生徒】

豊中市立中学校または義務教育学校後期課程に在籍し、

不登校または不登校傾向にあり、学びの多様化学校への

登校意欲がある生徒を基本 【黄色箇所】南館1,2階+北館1階等：学びの多様化学校
【灰色箇所】北館2,3階：民間利用等

旧島田小図面

〈島田小跡地活用に関して〉
◇公共利用：学びの多様化学校を設置
◇民間利用等：地域活性化に資する機能を有する施設

６

豊中市立中学校

市立島田小学校閉校後の施設活用

令和9年4月開校予定

1学年あたり20～25人

3学級



豊中市が創る学びの多様化学校

【特別な教育課程】
不登校児童生徒の実態に配慮した特別の教育課程を編成して教育を実施する必要があると認められる場合、教育課程の

基準によらずに特別の教育課程を編成して教育を実施することができる学校 ７

子どもたち一人ひとりのペース・気持ちに寄り添う学校

・学びたいと思った時に、安心して学べるように、
さまざまな教室やスペースを活用して学習できる
環境があります

・市内にあることで、通える範囲内で
アクセスできます

・学びの多様化学校ならではの充実した
教員・専門職員の配置を行います

☆安心して学べる「新たな学びの場」

・年間の総授業時数を工夫し、
ゆとりをもった時間割を設定します

・一人ひとりの学習状況にあわせた
学習をすすめます

・一人ひとりが、学習したいこと
やりたいことを見つけて、
目標をもって取り組みます

☆特色あるカリキュラムで個々 に応じた学びの実現

・民間事業者と学びの多様化学校が連携するこ
とで、多様な体験学習※を行います
※実験体験、イラスト・webデザイン体験、スポーツ体験、

ものづくり など

・さまざまな体験学習をとおして、将来の夢
や目標を描ける機会を設けます

☆「学ぶ」と「働く」をつなぎ、
「なりたい自分」を さがす・めざす

☆地域のみなさんに温かく見守られ、
育まれる「生きる力」

・地域の多世代の方々との学校内の菜園や学校行事など
を通じて日々の交流を行います

・人の温かさに触れることをとお
して、コミュニケーション能力
や人間関係構築力、社会性など
の育成を図ります


